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九州㊥沖縄の天然記念物

井澤英二1)

はじめに

天然記念物は,その美しさ･珍しさを通して,そ

れぞれの地域の自然が持っている特徴を簡明直裁に

伝えてくれる.九州･沖縄の地学関係(地質鉱物)の

天然記念物は,国指定24件,県指定51件の計75件

ある.これらについて,その地域の地質学的な成り

立ちと結び付けて簡単に紹介したい.まず,県別

に,地質時代の古いものから順に記述し,つぎに九

州沖縄の天然記念物の地球科学的な意義について考

察したい.

地学現象が,天然記念物に指定されるのは,地質

学上の重要な発見と関連している場合もあり,また

指定当時の地質学の研究動向を反映していることも

ある1その場合には,指定“年''が特別の意味を持

つことになる.ここでは,指定年を題目の後に記し

ておいた.まとめるにあたって,r日本の天然記念

物6,地質･鉱物｣(渡部,1984)および各県で編集

･発行している文化財･天然記念物の紹介冊子を

参照した.また,各県の教育庁の文化財担当の方冷

には,いろいろとご教示頂いた.ここに感謝申し上

げる.

九州･沖縄の天然記念物

亙.福岡県

平尾台

(北九州市小倉南区新道寺1952国)

古生代の石灰岩が作るカルスト台地で,幅2キ

ロ,北東一南西に6キロの延長がある.指定地域

は北東部で,南西部はセメント原料として大規模に

露天採掘が行われている.台地には,ドリｰネが高

密度に分布し(写真1),地下には千仏鍾乳洞を始め

大小の石灰洞が発達している.台地南東部は緑色岩

を伴い,三郡変成岩と接している.白亜紀花闇岩類

写真正北九外崎,平尾台のカルスト地形(北九州市資料

による).

による熱変成作用で再結晶しているため,化石の産

出は知られていない.花開閃緑岩との接触部には,

珪灰石･ザクロ石スカルンが生成している.

千仏鍾乳洞

(北九州市小倉南区新道寺1935国)

平尾台南東斜面中腹の鍾乳洞.下位の変成岩との

境界に生じたもので,北東方向に700メｰトル以上

の延長が知られている.

青竜窟

みやこかんだ

(京都郡苅田町山口1962国)

平尾台北東端の中腹にある鍾乳洞.総延長1500

メｰトノレ以上.

こうや

岩屋鍾乳洞

(田川市夏吉1956県)

香春岳石灰岩帯に形成された鍾乳洞のひとつ.

200メｰトノレ奥まで探勝可能.香春岳石灰岩は,平

尾台の南6キロにあり,左横ずれの小倉一田川断

層帯で平尾台の西部が移動したものと考えられてい

る.

梅花石岩層

(北九州市門司区白野江青浜1962県)

九州最北の企救半島北東端,青浜海岸に分布する

1)九州大学工学部資源工学科:〒812福岡県福岡市東区箱崎
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古生代の石灰質凝灰岩.五角海百合の化石による白

色五弁の紋様から梅花石として名高い.

ながたれ

長垂の含紅雲母ペグマタイト岩脈

(福岡市西区今宿町1934国)

福岡市西部から南方の佐賀県にかけて,白亜紀花

嵩岩類の中に,ペグマタイトが分布する.中でも長

垂海岸の岩脈は,美しい淡紫紅色のリシア雲母を含

むことで知られている.モソブラサイト,紅電気

石,ゼノタイム,コロンバイト,日本初産のポルサ

イトなど40種ほどの鉱物が見出されている､

恋の浦海岸

(宗像郡津屋崎町京泊1955県)

福岡市の北方にある見事な海食崖で,基盤の北崎

花闇閃緑岩の上に堆積した,漸新世の礫岩･砂岩

頁岩の互層からたる.珪化木,木の葉の化石が

産し,上位の海成層からは貝化石が産する.

ほばしら

名島の楮石

(福岡市東区名島1934国)

名島神社境内の海岸に南北に伸びて横たわる珪化

木.9個の円柱状断片(それぞれ直径70センチ,長

さ1メｰトノレ前後)に分離している(写真2).古第

三紀の礫岩中に産するカシ属の化石である.

よみや

夜宮の大珪化木

(北九州市戸畑区夜宮二丁目1957国)

JR戸畑駅から南東へ1.5キロの街の中にある珪

化木.古第三紀大辻層群の凝灰質泥質砂岩に含まれ

ている.長さ13メｰトル,最大幅!20センチ,厚さ

40センチの偏圧された樹幹である.

霊威寺の奇岩

(八女郡黒木町笠原1960県)

安山岩質凝灰角礫岩が侵食を受けてできた石柱

群.九州自動車道八女ICから15キロ東方,中新世

末期あるいは鮮新世の火山地域にある.基盤は三郡

変成岩.星野金鉱床地域の南西周辺部に位置する一

ほうL距

宝珠岩屋

(朝倉郡宝珠山村岩屋1960県)

筑後川上流の岩屋川渓谷は,中新世末期から鮮新

世中期にかけての火山地域.安山岩質凝灰角礫岩が

侵食作用を受けて,多様た奇岩を作っている､

たかのす

鷹巣山

ひこさん

(田川郡添田町英彦山･大分県下毛郡山国町1941

国)

福岡･大分の県境にある,円錐形の頂部に平坦都

を持つビュｰトで,輝石安山岩からなる.南西方の

英彦山(4百万年前に噴出;渡辺はカ㍉1986)を中心

とする鮮新世初期の英彦山火山群の一部.

けや

芥屋の大門

(糸島郡志摩町1966国)

糸島半島北西部で玄界灘に突き出た,高さ65メ

ｰトルの岩壁.玄武岩の柱状節理が見事である.奥

行き90メｰトルの海食洞が生じている.アルカリ

岩系に属し,噴出年代として3百万年前(松本ほか,

灘､

ほばしら

写真2福岡市,名島の樒石(左).

(撮影:石原舜三)

1992年6月号

右側の写真は珪化木が母岩から離れているところ.

スケｰルは10センチ.�
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写真3佐賀県唐津市七ツ釜,かんらん石玄武岩に見事に

発達する柱状節理(撮影:佐藤興平).

1989)が得られている.中新世後期および鮮新世後

期から更新世にかけて噴出した九州北西部玄武岩類

の一部である.

2.佐賀県

あいのうら

相浦の球状閃緑岩

(多久市北多久町多久原1971県)

長崎自動車道多久ICの北東方,相浦地区には球

状閃緑岩の大小の転石が散在する.表面に径10セ

ンチ前後の楕円形の同心状紋様がある.基質の中に

球穎が入っているためで,現地ではカイガラ石と口乎

び,水田の石垣,川の護岸の石材などに利用してき

た.球穎の外殻は黒色(輝石･角閃石)と淡色(斜長

石)の縞が重なり,内核は変成岩など種々の岩石の

破片からなる.多久市北部は,白亜紀北都九州花開

岩類からたる背振山地の南縁にあたり,三郡変成岩

中に苦鉄質岩類が貫入している.球状閃緑岩はその

一部であろう.

屋形石の七ツ釜

(唐津市湊町屋形石1925国)

玄界灘に面したかんらん石玄武岩の海食崖で,高

さ40メｰトルに達する柱状節理が直立する.多数

の海食洞が発達し変化に富む地形となっている(写

真3).東松浦地域の九州北西部玄武岩類の多くは,

鮮新世後期(3百万年前;Nakamuraeta1.,1986)に

活動している.

3.長崎県

三重海岸変成鉱物の産地

(長崎市三重町一1978県)

長崎市北西端の三重町向郷および東樫山の海岸に

あるヒスイを含む変成岩(西山,1978).西彼杵半

島の長崎変成岩類分布地の南部にあたる.標本の一

部は,長崎県立美術博物館に保管されている.

長崎市小ヶ倉の摺的地層

(長崎市小ヶ倉団地1963県)

小ヶ倉団地の北側の壁面に見られる地層の摺曲構

造.成層した砂岩からなり,薄い泥岩をはさんでい

る.最下部は炭質頁岩となる1高島炭田の最下位層

に対比され,古第三紀姶新世のものと思われる.西

方の島と海底には,爽炭層が分布している.

ななつがま

七釜鍾乳洞

にLそのぎさいかい

(西彼杵郡西海町1936国)

西彼杵半島北西部の西彼杵層群中に石灰藻化石に

富む砂岩があり,多数の鍾乳洞を生じている.最大

の清水洞は600メｰトル奥まで入ることが出来る.

半島西方の島と海底には,下位の松島層群の爽炭層

(古第三紀漸新世)が分布し,崎戸･松島炭田を形成

している.

ちろも

千尋藻の漣痕

Lもあがたとよたま

(下県郡豊玉町千尋藻1966県)

対馬中央部,豊玉町東海岸で対州層群中部層に見

られる漣痕.地層は暗灰色泥岩で,デルタ性あるい

は浅海の堆積物.地質時代は第三紀の漸新世から中

新世前期とされる(Shimada,1977).

こささ

小佐々野島の淡水貝化石含有層

(北松浦郡小佐六町楠泊1978県)

野島は,佐世保市の北西,小佐々町西方1.5キロ

にある無人の小島で,第三紀中新世の野島貝化石群

の重要な産出地である.島の北西部の波食台に野島

層群の淡水性貝化石の密集帯がある(鎌田,1982).

福江椎木山の漣痕

(福江市平蔵町椎木山1967県)

福江市北東部,平蔵町の海岸に椎木山があり,東

方の岬に露出する中新世中期の五島層群に漣痕(さ

ざなみの化石)が見られる.急傾斜した地層は成層

砂岩からたり,黒色泥岩をはさむ.漣痕を持つ広い

地層面が露出し,遠望するとrちりめん模様｣を示

す.九州西方の五島ダ鳴では,南端の福江島から北

端の宇久島まで,中新世一更新世後期の火成活動が

記録されている.五島層群はこれらの火成活動の基

盤である.

敬いらく

三井楽の漣痕
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はまくりごう

(南松浦郡三井楽町浜の畔郷1959県)

中新世中期の五島層群の地層に見られる漣痕.福

江島北西部,三井楽町と岐宿町の町境の海岸付近に

ある.

壱岐長者原化石群

(壱岐郡芦辺町諸吉本科触1976県)

中新世壱岐層群に産する化石群.壱岐の島の東

端,八幡で南に突出した長者原崎の珪藻土質層に

は,植物,昆虫,魚類,爬虫類の多種の化石が含ま

れている(鎌田,1982;竹下ほか,1987).

壱岐産ステゴドン象化石

(壱岐郡郷ノ浦町1977県)

壱岐のステゴドン象化石産出地

(壱岐郡勝本町立石西独1977県)

鮮新世の旧家の化石の産地.島の西部湯本湾の海

岸で,国民宿舎r壱岐島荘｣の真西700メｰトノレ.

海崖の下部の礫質砂岩(厚さ2メｰトル)から臼歯

等の化石が産出した.化石標本は,郷ノ浦町壱岐郷

土館に収蔵されている(鎌田,1982).

茂木植物化石

(長崎市茂木町片岡1979県)

長崎市南東部の海岸に露出する,鮮新世末の植物

化石を含む地層(矢部･遠藤,1927).

弁天島岩脈

(北松浦郡福島町里免1961県)

伊万里湾にある福島の東方,小島に玄武岩岩脈が

見られる.中新世後期から更新世にかけて九州北西

部の広い範囲に噴出した玄武岩の一部.漸新世の相

ノ浦層群(宮地･酒井,1991)に貫入しているが,

活動時期は不明である.隣接地域の東松浦半島で

は,鮮新世のものが多い.

きないせおうけつ

喜内瀬川甑穴群

(北松浦郡福島町喜内瀬1972県)

福島東部,福島大橋がある喜内瀬から,籾ノ浦へ

の道沿いの小川の河床に生じたポットホｰル(甑穴)

群､岩盤は,漸新世の相ノ浦層群に貫入した粗粒玄

武岩岩床である.

ひつざき

櫃崎岩脈

あさカ…やめん

(北松浦郡福島町浅谷免1979県)

福島の西海岸櫃崎の先端に露出する玄武岩の岩

脈･漸新世一中新世の佐世保層群柚木(ゆのき)層の

砂岩を切る,幅70センチの岩脈で,一部が長径15

メｰトルのこぶ状に盛り上カミっている(鎌田,

1992年6月号

���

いきつぎ

生月町塩俵断崖の柱状節理

いちぶめん

(北松浦郡生月町壱部免1989県)

平戸島北西,生月島北部海岸の玄武岩の柱状節

理.噴出時期は鮮新世(?)､

寺島玉石甑穴

(北松浦郡宇久町寺島郷1970県)

寺島の北西部,ノリ瀬のポットホｰル(駆穴).寺

島は,五島列島北端の宇久島南西にある.鮮新世の

かんらん石玄武岩からなる島で,溶岩は暗黒色,致

密塊状.ポットホｰルには玉石が入っている(松井,

���

ころLま

古路島の岩頭

おじか

(北松浦郡小値賀町古路島1954県)

宇久島の南の小値賀島と周囲の小島には,更新世

のアノレカリ岩系のかんらん石玄武岩の単成火山が多

数分布する.小値賀島南西の古路島は径500メｰト

ル,標高56メｰトルの噴石丘と岩脈からなる島で

ある､南岸には,火口壁断面に表れた岩頭とみなさ

れる岩脈がある(松井,1990).

大島巨大火山弾産地

(北松浦郡小値賀町大島郷1954県)

小値賀島南西の大島は標高106メｰトルの溶岩と

噴石丘からなる1数10センチ以上の紡錘形火山弾

が多い(松井,1990).

まだらじま

斑島五万廟穴

(北松浦郡小値賀町1958国)

小値賀島西の斑島では,噴火活動末期の玄武岩溶

岩が海岸に広がり,波食台上にはポットホｰル(風

穴)が生じている.北東端の玉石鼻のポットホｰノレ

は,径90センチ,深さ2.5メｰトルあり,底に径40

センチの黒色玄武岩の円礫カミある(写真4).

新魚目曽根火山赤タキ断崖

(南松浦郡新魚目町曽根郷1978県)

五島列島中通島の細長く伸びた北部の西海岸に,

玄武岩質の噴石丘がある.その南側は海面から60

メｰトノレの高さの屋とたり,赤色のスコリア層含む

火山砕屑物の成層断面が露出している(鎌田,

���

さがのLま

嵯峨島火山海食崖

(南松浦郡三井楽町嵯峨島1959県)

福江島西方のかんらん石玄武岩質噴石丘の島.西

側は海食により断崖となって,火山体内部が露出し�
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写真4長崎県小値賀町の玉石欧穴(小値賀町教育委員会

提供).玄武岩の節理に入った玉石が波浪による

振動で,深さ2.5m,直径0.9mの欧穴を作った.

てし･る.

鬼岳火山涙産地

(福江市上大津町鬼岳1954県)

福江市の市街地の南にある鬼岳は,かんらん石玄

武岩質の噴石丘からなる単成火山である.山頂の北

に開いた火口内に,火山弾や火山涙(ペレｰの涙)が

産する.

いあな

富江溶岩トンネル｢井穴｣

(南松浦郡富江町岳郷1957県)

福江島南部の富江半島は,ソレアイト質玄武岩の

溶岩台地である.いくつかの溶岩トンネルのうち最

大の井穴は,幅6.5メｰトル,高さ3.5メｰトノレの入

口から,南に向かって400メｰトル以上伸びてい

る.

おうLま

黄島溶岩トンネル

(福江市黄島町穴の上1964県)

黄島は,福江島の南10キロ,五島列島南東端の

小さな火山島.南海岸には,高さ20-30メｰトルの

玄武岩溶岩の崖があり,海面から2メｰトノレの位

写真5長崎県天草町妙見浦の海食地形(天草町役場提

供).

置に溶岩トソネノレが開口している.洞穴の径は数メ

ｰトル,北へ131メｰトル延びている.

ばせ

初瀬の岩脈

(壱岐郡郷ノ浦町初山東独1966県)

壱岐の島南端にある初瀬漁港東側の海崖.鮮新世

の初瀬流紋岩を貫く,更新世かんらん石玄武岩の幅

20センチの岩脈(竹下ほか,1987).

盈.熊本県

メガロドン化石群産地

(球磨郡球磨村大瀬,芦北郡芦北町高平1981県)

八代一人吉問の国道(219号線)沿い,一勝地の北

西の球磨川の河原の石灰岩に含まれる二枚貝の化

石.三畳紀後期の浅い珊瑚礁に生息していたもの一

目本最初の発見である.右岸の球磨村には球泉洞が

ある.左岸は芦北町である.

妙見浦

(天草郡天草町1935国)

竜佃島(片島)

(牛深市牛深町1935国)

天草下島西海岸の妙見浦は,姫ノ浦層群上部(白

亜紀後期;Miki,1975)の砂岩･礫岩の互層からな

る.下島南端の牛深沖合いの竜佃島も同様な時代の

砂岩･礫岩互層からなる.どちらも侵食作用による

断崖,石柱,洞窟があり,特異な景観を示している

(写真5).

貨幣石産地

(天草郡河浦町宮野河内1964県)

天草下島東海岸の大型有孔虫ヌンムリテス(貨幣

石)の化石産地1化石は古第三紀始新世中期(田代は
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か,1980)の石灰質砂岩に含まれ,径数ミリの円盤

状である.

5.大分県

風連洞窟

(大野郡野津町1927国)

津久見市から南西に15キロ連続する津久見石灰

岩層の南西端,大野川の支流野津川の峡谷にある鍾

乳洞.不純物の少ない白色の石灰洞がS字型に420

メｰトル続いている.秩父帯の北都三宝山帯(Mura-

ta,1981)に属する石灰岩で石炭紀後期の大型有孔

虫(フズリナ)を多産する.

かりう

狩生鍾乳洞

さいき

(佐伯市狩生1934国)

日豊線狩生駅の北方2キロの谷にある鍾乳洞.

石灰岩は,不純物が比較的多く,鍾乳石は粘土分を

含んで黄褐色をしている.狩生新鍾乳洞と共に,秩

父帯の南縁部三宝山帯広木(ゆかぎ)層の石灰岩中に

ある.

狩生新鍾乳洞

(佐伯市狩生1976県)

目蓋線狩生駅の北方2キロの谷の西方山腹にあ

る鍾乳洞.かつての石灰石採掘の際に作られたグロ

ｰリｰホｰノレの上部･底部と水平坑道の3ヶ所に

開口している.

なおがら

小半鍾乳湧

みたみあまぺ手まんじょう

(南海部郡本匠村1922国)

佐伯市西方16キロの番匠川の北岸にある奥行き

700メｰトルの鍾乳洞.厚い石灰岩(三畳紀一ジュ

ラ紀中期)は,秩父帯の南縁部三宝山帯の床木層(ジ

ュラ紀後期一白亜紀前期)に含まれる黒地性岩塊と

考えられている(寺岡ほか,1990).

耶馬渓猿飛の甑穴群

(下毛郡山国町1935国)

英彦山あ南東,奥耶馬渓の山国川にあるポットホ

ｰル(駈穴).径数10センチから1メｰトル,深さ

100センチから2メｰトノレまで大小数百個が峡谷の

段丘上や河床中に見られる.岩石は,中新世後期

(およそ6百万年前;渡辺ほか,1986)の山国累層

の輝石安山岩で,熱水の活動によってプロピライト

変質を被っている.北方の山地には,旭鉱床をはじ

めかつての金鉱山の坑口が点在している.

長崎鼻の海蝕洞穴

1992年6月号

(西国東郡香六地町見目1963県)

国東半島北岸･周防灘に突き出した長崎鼻には,

海食によって形成された多数の洞穴･洞門カミある.

角閃石安山岩質凝灰角礫岩(いわゆる耶馬渓層の下

部層)からなる.半島中央の両子山地域の“耶馬渓

層上部層''の噴出年代として140万年前(鎌田ほか,

1988)が得られている.

大岩扇山

(玖珠郡玖珠町1935国)

標式的なメサ地形.頂部に水平に近い両輝石安山

岩溶岩があり,テｰブル状の地形となった.下位は

凝灰角礫岩からなる.更新世前期(通産省,1990)

の噴出と推定される.

姫島の地層摺曲

ひオ…Lくにさきおおみ

(東国東郡姫島村大海1959県)

南東部の大海海岸に,砂岩･泥岩互層の断崖(高

さ40メｰトル)があり,向斜構造が見られる(写真

6).姫島は国東半島の北方5キロにある第四紀の

火山島で,島の中部に分布する更新世前期一中期の

姫島累層には,南北の軸を持つ摺曲カミ多い.

姫島の藍鉄鉱

(東国東郡姫島村ス鼻岬一帯1959県)

島の西南端の海岸で,姫島累層の泥岩層中に産す

る藍鉄鉱.この地層からはナウマン象の化石が発見

されている.藍鉄鉱は,表面を褐鉄鉱でおおわれた

径2-20センチの球状,あるいは棒状等の形で産す

る.中心には,しばしば動植物の破片を含んでい

る.

姫島の黒輝石

(東国東郡姫島村観音崎1959県)

写真6大分県姫島の地層槽曲山写真中央には断層が見え

る(姫島村教育委員会提供).�
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写真7大分県別府市,坊主地獄と噴気の瞬間(別府市観

光課提供).

島の西部,観音崎北西端の黒曜岩.海面から40

メｰトル,幅12メｰトルの露頭で,崩落した岩石

は波浪で円磨され浜石となっている.灰白色の特徴

ある外観から,他の産地の黒曜石と容易に区別され

る.石器時代には九州東北部,四国西南部,瀬戸内

海沿岸西部で``やじり''の石材として広く使用され

た(潮見,1980).噴出年代は20-34万年前(Kaneo-

kaandSuzuki,1970;鎌田ほか,1988).大山火山

帯の一部で,本州と九州をつなぐ位置にある.

鶴見の坊主地獄

(別府市鶴見1959県)

別府温泉の噴気(地獄)の一つ.水を多量に含む粘

土が,地下から脱出するガスによって吹き上げられ

る現象(写真7).別府一島原地溝の東端にあり,活

発た地熱活動を示している.

6.宮崎県

ななおれ

七折鍾乳洞

(西臼杵郡目之影町1933国)

高千穂峡の5キロ束の山地中腹の,二つの鍾乳

洞で延長140メｰトノレ.妬の滝鍾乳洞と共に秩父帯

写真8宮崎県,目南海岸の『鬼の洗濯板』(撮影:石原舜三).
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の南縁部三宝山帯の石灰岩.

つげ

妬の滝鍾乳洞

(西臼杵郡高千穂町1933国)

高千穂峡の5キロ南にあり,八つの鍾乳洞から

なる.

青島の隆起海床と奇形波蝕痕

おりうざこ

(宮崎市大字折生迫1934国)

うど

鵜戸千畳敷奇岩

(目南市宮浦字吹毛井1933県)

宮崎市青島から南の油津にいたる目庸海岸には,

r鬼の洗濯板｣と呼ばれる波食台が見られる.宮崎

層群(Shuto,1961)は,北部の宮崎平野に分布する

鮮新世の地層と南部の鵜戸山地一日南海岸に分布す

る中新世後期の地層(内海川層群;中川,1983)に

分かれる.青島･日南海岸に分布する中新世末期の

砂岩･泥岩互層は,砂岩･泥岩一組の厚さが20-70

センチ,砂岩からその上の泥岩へ次第に細粒とたる

級化層である.この互層が,波食によって平坦面を

作り,その後,海側へ15度前後の傾斜を持ってわ

ずかに隆起し,軟らかい泥岩の部分が溝状となった

地形である(写真8).

森永の化宿群

ひがしもろかた

(東諸県郡国富町森永1937県)

宮崎市の北東20キロ,国富町の森永バス停から

更に北へ2キロのところに丘があり,頂上付近の

石灰質砂岩は,貝化石を多産する.宮崎層群の妻層

で鮮新世前期の浅海堆積物からなる(遠藤･鈴木,

���

こかせ

五箇瀬川峡谷(高千穂峡谷)

(西臼杵郡高千穂町1934国)

高千穂峡は,阿蘇の南東25キロにあり,柱状節

理が発達した火砕流堆積物の切り立った崖が深い谷

を作っている.秩父帯のスレｰト･砂岩層を基盤と

して阿蘇3(12万年前の噴出;松本ほか,1991)が

河谷下部を構成する.遊歩道よりも上部の壁には,

不整合に重なる阿蘇4(9万年前)が見られる.両者

とも溶結していて,国道のレベル(阿蘇4の上部)

には,気相晶出作用帯がある.

関の尾の廟穴

(都城市関之尾町1928国)

大淀川上流,鹿児島県との県境近くの庄内川河床

一面に径1メｰトル以上のポットホｰル(甑穴)が

数百個分布している.姶良(入戸)火砕流基底の溶結

1992年6月号

写真9宮崎県,関の尾の欧穴(撮影:石原舜三).

写真10鹿児島県川辺町,上山田の天然橋(川辺町教育

委員会提供).�
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した部分の節理や包有される軽石が,侵食を助けて

くぼみができた(写真9).

7.鹿児島県

天然橋

かわなぺ

(川辺郡川辺町上山田柿房虚空蔵岳1954県)

川辺一枕崎の国道(225号線)途中の中福良から南

へ3キロ.虚空蔵岳を東西に貫いた自然のトンネ

ルによって生じた天然橋.長さ8メｰトル,幅4.5

メｰトル,寓さ3.3メｰトルのアｰチ形(写真10).

鮮新世,南薩中期火山岩類の安山岩質凝灰角礫岩か

らなる.

昇竜洞

ち杜

(大島郡知名町古野甲州1967県)

沖永良部島の西部にある｡第四紀更新世の隆起珊

瑚礁の石灰岩(琉球石灰岩)中の鍾乳洞.4個の洞穴

がほぼ一直線に連なり,全長1500メｰトノレを越え

るといわれる.

権現洞穴

(川辺郡川辺町上山田君野1954県)

川辺一枕崎の国道(225号線)途中の中福良から東

へ2キロ.阿多火砕流堆積物中の洞穴.間口2メ

ｰトル,高さ1.3メｰトル,全長41.5メｰトノレの水

平横穴.その先は,落盤によって不明である.

滝ノロ洞穴

そお

(曽於郡財部町大塚原1955県)

鹿児島県東部,宮崎県との県境近く,姶良(入戸)

火砕流堆積物中の洞穴.間口13.8メｰトル,高さ

8.5メｰトル,実測全長224メｰトル.岩の割れ目に

沿って地下水の侵食を受け,大きな地下水路を生じ

たもの1近くに関の尾のポットホｰル(甑穴)があ

る.

縄状玄武岩

(揖宿郡開聞町脇浦花瀬崎王954県)

開聞岳西麓,花瀬崎の縄状溶岩.海岸の波食台は,

4000年前に始まった開聞岳火山の初期の輝石安山

岩溶岩からたる.溶岩表面の流れ模様(溶岩しわ)

が,縄状溶岩と類似した形になっているもの.

8.沖縄県

くまや洞窟

いへやたた

(島尻郡伊平屋村田名1958県)

沖縄島北西にある伊平屋島北東海岸の洞窟I波食

洞ではない(?).本部帯(=秩父帯)の古生層(砂岩

･頁岩･石灰岩)の分布地域(Ishibashi,1968).

もとぷおおいしばる

本部町大石原のアンモナイト化万

(本部町山川1974県)

沖縄島,本部半島北西端の山川の海岸に産するア

ンモナイトの化石1本部帯の黒色成層した泥質石灰

岩,凝灰質層灰岩には,化石に富む層カミ爽在してい

る.古生層とされていたが,三畳紀後期(カｰニア

ン)の化石が発見され,今帰仁(なきじん)層と命名

された(Ishibashi,1969.1970).

しおかわ

塩川

くにがみ

(国頭郡本部町1972国)

本部半島西海岸にある,塩分の多い小川.幅2

メｰトノレ,長さ100メｰトノレ,水深30センチ,海水

の20パｰセントの塩分を含む.降水が石灰岩の亀

裂を通って湧出する途中で,海水面下の空洞を通る

ため海水と混合したもの(渡部,1984).石灰岩は,

本部帯の“古生層''とされていたが,化石の示す地

質時代は三畳紀後期から白亜紀前期(?送推定され

(藤田,1983),国頭帯(=四万十帯)に属する可能

性もある.

おうじまたたみ

仲里村奥武島の畳石

(島尻郡仲里村奥武島1967県)

島の南西の平坦な海浜に広カミる輝石安山岩の六角

柱状節理(写真11).節理がつくる六角模様が,波

打ち際の南北50メｰトノレ,東西250メｰトルの範囲

に,畳を敷き詰めたような景観をつくる.奥武島の

東600メｰトルにある久米島で,安山岩溶岩の噴出

年代は13-18Ma(中川･村上,1975;大四ほか,

1987)と報告されている.

なかじま

仲島の大石

写真11沖縄県,奥武島の畳石(伸里村役場資料によ

る).
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(那覇市泉崎1958県)

那覇市海岸の第四紀琉球石灰岩の波食崖基部がえ

ぐられてできた地形(ノッチ).現在は,埋め立てに

よって海岸とは切り離されている.

Lもじしま

下地島の通り池

いらぶ

(宮古郡伊良部町佐和田1974県)

琉球島弧南西部の宮古島g西に礁石灰岩で構成さ

れた下地島･伊良部島がある.下地島北西部の2

つの池(径55メｰトル,深さ12メｰトル;径75メｰ

トル,深さ18.5メｰトル)は琉球層群の石灰岩(第四

紀更新世後期の下地島石灰岩;矢崎,1978)に生じ

たドリｰネとされる.池は石灰岩の下で外洋とつな

がっており,魚カミ行き来している.

北大東村字中野の北泉洞

(島尻郡北大東村中野1985県)

琉球石灰岩中の全長150メｰトルの石灰岩洞穴.

南大東島の北に位置する島の北部にある.

ぎし』=オ､いたLきいたぴL

喜如裏板敷海岸の板干瀬

おおきみ

(国頭郡大宜味村喜如嘉1974県)

沖縄島北部の西岸喜如嘉の海岸のビｰチロック.

珊瑚海岸の干満潮面の問に,珊瑚･貝殻の破片等が

炭酸カノレジウムでセメントされて生じた硬い砂岩

層.幅30メｰトル,長さ約1キロの間に,海側に

5-15度傾斜した厚い板が重なりあうように分布.

表面は硬く,海岸線に平行な軸を持つ波状を示し,

内部はもろい場合が多い.

九州｡沖縄の地質と天然記念物

北部九州の基盤は,三郡変成岩,非変成古生層,

白亜紀花嵐岩類からなる.また,西北部九州には彼

杵変成岩が,中西部九州には白亜系カミ分布する.古

第三紀から新第三紀にかけての地層は,これら基盤

の上に堆積し,筑豊,福岡,三池,高島だとの炭田

を形成した.爽炭層を含む細長い堆積の場は,新生

代に入ってアジア大陸南東縁に生じた地溝状の割れ

目であるように思える.中新世以降更新世まで続く

北西部九州玄武岩類の活動範囲は,炭田分布地域と

大きく重たっていて,この地域のマソドノレになお異

常が残っていることを暗示している.

福岡･佐賀･長崎･熊本の天然記念物の多くは,

上記の基盤･爽炭層･玄武岩に関連している.石灰

岩(平尾台),花嵩岩(長垂のペグマタイト,相浦の

1992年6月号

球状閃緑岩),変成岩(三重海岸変成鉱物),白亜紀

層(妙見浦,竜佃島)は來炭層の基盤の例である.珪

化木(名島),淡水貝化石(野島),石灰藻(七釜鍾乳

洞),恋の浦海岸などは,爽炭層の堆積環境をよく

示している.アルカリ岩系玄武岩を特徴とする後期

新生代のマグマ活動は,岩脈(弁天島),柱状節理

(芥屋の大門,七ツ釜),五島列島各地の更新世玄武

岩火山など多数の例で示される.

一方,南部九州･南西諸島の主な基盤は,帯状に

分布する秩父帯(=本部帯),四万十帯(=国頭帯)か

らなる.古生代末から新第三紀中新世の初め頃ま

で,プレｰトの沈み込みによって,アジア大陸南東

縁に次々に付加されていった地層と考えられる.大

分･宮崎･沖縄の天然記念物には,これらの基盤に

関連したものがある.秩父帯には,大規模な石灰岩

体が含まれているため津久見をはじめとする石灰石

鉱床があるが,風連･狩生･小半･七折･妬の滝な

ど鍾乳洞も多数形成され天然記念物に指定されてい

る.沖縄の本部町の塩川やアンモナイトの化石も帯

状に配列する地質体の時代を明らかにする上で貴重

である.近年,四万十帯を中心に付加体の研究が進

み,メランジュをはじめ様々な現象が記載されてい

る.それらの中から天然記念物の指定対象カミ生まれ

ることを期待したい.

アジア大陸から分離した中新世以降の九州は,様

六た火成活動と金属･非金属の鉱床生成の場となっ

た.福岡･大分･宮崎･鹿児島には,これに関連し

た多くの天然記念物がある.例えば,耶馬渓猿飛の

ポットホｰル(プロピライト変質を受けた中新世安

山岩),鷹巣山(鮮新世安山岩)だとは,山国金鉱床

地区を構成する岩石を代表している.天然橋(南薩

の鮮新世安山岩)は,庸薩型金鉱床の母岩であり,

大岩扇(更新世前期安山岩)は,引治金鉱床地区の周

辺に位置する.また現在,別府一島原地溝と鹿児島

地溝を中心に活火山が配列しているが,関の尾のポ

ットホｰノレ(姶良火砕流),開聞岳の“縄状玄武岩''

(完新世安山岩)など新しいカルデラの活動に関連し

たものである.鮮新世の堆積岩としては,目南海岸

の宮崎層群が指定を受けている.しかし,中期中新

世に広く活動した,チタン鉄鉱系の外帯花崩岩･瀬

戸内系火山岩関連の天然記念物が,一つもないのは

寂しい.地熱現象に関連したものも,別府鶴見の坊

主地獄だけである.各地のシリカシンタｰなど,興�
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味深い対象が残されているようである.

南西諸島では,中新世の安山岩が,奥武島の畳石

として指定を受けている他は,火山活動に関連した

例がない.これは,南西諸島中･南部の新期火山活

動は陸域に認められず,西側の沖縄トラフの海底で

起こっていることによる.南西諸島では,鮮新一更

新世の琉球石灰岩,完新世の離水さんご礁が特徴的

で,那覇市仲島の大石,下地島の通り池,北大東島

の北泉洞が天然記念物に指定されている.喜如嘉の

板干瀬は,珊瑚海岸に特有の現象としてユニｰクな

天然記念物といえよう.
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